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活かされているポイント
文化･風土を活かす

人材育成
特産物を活かす

海外との交流

海外メディアの視察旅行を実施
篠山エリアの魅力をアピール

❷文化・風土を活かす 1

訪日客を呼ぶヒント❶

地域に残された古民家を再生
魅力的な町づくりで注目度アップを狙う

明治前期に建てられた元銀行経営者の住宅を
リノベーション。景観重要建築物にも指定され
ている建物は、重厚感と心地よさが共存。

歴史的建造物で
伝統と文化を伝える
アクセス至便でもないこの地に、
わざわざ足を運ぼうと考える人
は、国内外を問わず、歴史・文化に
感度が高い人たち。そのため、アッ
パークラスの訪日外国人客をメイ
ンターゲットとし、この地域に
眠っている建築文化や食文化を磨
いていく。

ト
ラ
ン
、
工
房
な
ど
と
し
て
面
的
に
再
生
・
活
用
し
、

そ
の
土
地
に
根
ざ
し
た
歴
史
・
文
化
を
未
来
に
向
け

て
紡
い
で
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名
称
。
城
下
町
や

集
落
な
ど
の
歴
史
地
区
を
そ
の
ま
ま
ホ
テ
ル
に
し
、

そ
れ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
活
動
を
全
国
に
広
げ
て

い
ま
す
。

「
な
か
で
も
私
ど
も
が
運
営
す
る『
篠
山
城
下
町
ホ

テ
ル
N
I
P
P
O
N
I
A
』
は
、
そ
の
フ
ラ
ッ
グ

シ
ッ
プ
ホ
テ
ル
で
、
篠
山
城
跡
を
取
り
囲
む
よ
う
に

５
つ
の
宿
泊
棟
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
城
下
町
全
体

が
ひ
と
つ
の
ホ
テ
ル
で
、
滞
在
の
間
は
町
に
住
ま
う

よ
う
に
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
」と
、
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
池
上
順
一
さ

ん
は
説
明
し
ま
す
。

篠
山
城
下
町
で
空
き
家
と
な
っ
た
古
民
家
を
、

２
０
０
９
年
か
ら
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
が
順
次
再

生
し
、20
軒
の
店
舗
を
開
業
。I
タ
ー
ン
や
U
タ
ー
ン

の
事
業
者
を
誘
致
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
11
月
に
は
、バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
４
物
件
11
室
で
ホ
テ
ル
の
運
営
を
ス
タ
ー
ト
。現
在

は
1
室
増
え
て
５
物
件
12
室
、
２
０
１
８
年
に
は
さ

ら
に
５
物
件
９
室
が
追
加
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

欧
米
の
観
光
客
の
受
け
入
れ
を
意
識
し

海
外
の
旅
行
代
理
店
を
招
聘

篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
の
稼
働
率
は
お
よ
そ
50
％
で

す
が
、
年
々
伸
び
て
い
る
現
在
、
訪
日
観
光
客
の
受

け
入
れ
も
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
２
月
に
は
、
欧
米
か
ら
の
観
光
客
受

け
入
れ
を
得
意
と
す
る
旅
行
代
理
店
を
招
聘
。
篠
山

大
阪
･
神
戸
市
内
か
ら
車
で
約
60
分
、
京
都
市

内
か
ら
で
も
車
で
90
分
ほ
ど
の
兵
庫
県
篠
山
市
。
そ

の
一
角
に
、
１
施
設
内
で
サ
ー
ビ
ス
を
完
結
す
る
の

で
は
な
く
、
町
全
体
を
ホ
テ
ル
化
す
る
構
想
が
生
ま

れ
、
動
き
始
め
ま
し
た
。
篠
山
城
跡
の
あ
る
篠
山
市

の
中
心
部
、
西
町
で
進
め
ら
れ
て
い
る「
篠
山
城
下

町
ホ
テ
ル
N
I
P
P
O
N
I
A
」で
す
。

江
戸
時
代
建
造
の
古
民
家
を
再
生　

ホ
テ
ル
や
店
舗
に
し
て
人
を
呼
ぶ

N
I
P
P
O
N
I
A
と
は
、
地
域
に
残
さ
れ
た

古
民
家
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
を
、
宿
泊
棟
や
レ
ス

兵庫県･篠山エリア
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地
域
で
取
り
組
む
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
　
❷
文
化
・
風
土
を
活
か
す

訪日客を呼ぶヒント❷

陶芸体験教室も行っている工房で、ファム
トリップ参加者も陶芸体験。観光だけでなく
体験の楽しさも味わってもらう。

欧米の観光客の受け入れを得意として
いる旅行代理店を招聘し、実際に篠山
エリアを体験してもらうファムトリッ
プ（訪日旅行責任者等が対象の視察ツ
アー）を実施。欧米人目線で感じた篠
山城下町ホテル NIPPONIA の魅力を
拡散してもらい、メインターゲットと
なり得る外国人客を篠山エリアに誘導
するきっかけづくりをスタートさせ
た。また、今回の体験を多くの人に語っ
てもらうことで、口コミ効果も狙って
いる。

体験してもらうことで
魅力＆情報の拡散を

丹波篠山牛、丹波の黒大豆、丹波栗、丹波
松茸、山の芋……。古くから丹波篠山とその
周辺は、山や森、海の幸の宝庫として知られ
る。篠山城下町ホテルNIPPONIAでは、
丹波篠山の自然が育てた四季折々の味覚を
楽しむことができる。

城
下
町
ホ
テ
ル
N
I
P
P
O
N
I
A
と
集
落
丸
山

の
滞
在
体
験
、
城
下
町
散
策
は
も
ち
ろ
ん
、
蕎
麦
と

旬
の
料
理
の「
ろ
あ
ん
松
田
」
で
の
蕎
麦
打
ち
や
、

陶
芸
家
、
市
野
雅
彦
さ
ん
の
工
房
で
の
陶
芸
体
験
を

通
し
て
、
篠
山
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
関
心
が
、
徐
々
に
ゴ
ー
ル

デ
ン
ル
ー
ト
か
ら
地
方
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
な
か
で
、

今
後
は
篠
山
エ
リ
ア
へ
の
注
目
度
も
増
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
ま
す
。
実
際
、グ
ル
ー
プ
ホ
テ
ル
の「
竹

田
城 

城
下
町
ホ
テ
ル
E
N
」
は
、
す
で
に
海
外
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
海
外
で
の
認
知
も
上

が
っ
て
お
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
来
店
→
高
い
顧
客

満
足
度
→
口
コ
ミ
に
よ
る
集
客
の
グ
ッ
ド
サ
イ
ク

ル
が
生
み
出
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

篠
山
エ
リ
ア
で
も
、
多
言
語
サ
イ
ト
の
整
備
、
多

言
語
対
応
窓
口
の
設
置
な
ど
、
安
心
し
て
予
約
し
て

も
ら
え
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
N
I
P
P
O
N
I
A
の
目

的
は
、
単
に
古
民
家
を
活
用
し
て
ホ
テ
ル
を
運
営
す

る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ホ
テ
ル
を
運
営

す
る
こ
と
で
、
古
民
家
を
も
と
も
と
あ
っ
た
魅
力
あ

る
姿
に
蘇
ら
せ
、
宿
泊
顧
客
に
町
の
魅
力
を
伝
え
、

町
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
町
に
人
を
呼
び
戻
し
、
町

の
雇
用
や
消
費
を
生
み
出
し
、
内
発
型
の
新
し
い
産

業
を
創
出
す
る
こ
と
が
、
最
終
ゴ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

「
こ
の
地
に
眠
っ
て
い
た
建
築
文
化
や
食
文
化
の
価

値
を
磨
き
上
げ
、
新
た
に
表
現
す
る
こ
と
で
、
国
内

外
を
問
わ
ず
、
歴
史
・
文
化
に
感
度
が
高
い
人
た
ち

の
関
心
を
、
さ
ら
に
喚
起
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」（
池
上
さ
ん
）

古民家の昔ながらの趣を残しつつ、居心地良くリノベーションされた
レストラン。この地で育まれた地元の味を堪能したい。


